
あきる野市役所 ☎（０４２）５５８－１１１１（代）（３） 24.  2.  1

問
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

　
が
聞
き
取
れ
る
よ
う
、
設
備

　
の
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ

　
ー
の
方
向
な
ど
を
調
整
し
ま

　
す
。
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い

　
場
所
の
う
ち
、
２
か
所
に
つ

　
い
て
は
、
平
成
23
年
度
内
に

　
子
局
を
設
置
し
、
放
送
を
聞

　
き
と
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

　
考
え
て
い
ま
す
。

問
台
風
の
接
近
な
ど
に
伴
い
、

　
風
雨
が
強
い
中
で
屋
内
に
い

　
る
と
、
防
災
行
政
無
線
の
内

　
容
が
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。
戸

　
別
受
信
機
の
配
備
な
ど
、
内

　
容
を
正
し
く
把
握
で
き
る
よ

　
う
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
平
成
24
年
１
月
か
ら
防
災
行

　
政
無
線
の
放
送
内
容
を
電
話

　
で
確
認
で
き
る
自
動
応
答
シ

　
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
ま

　
し
た
。
放
送
内
容
が
不
明
な

　
場
合
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

　
だ
く
こ
と
で
、
内
容
が
確
認

　
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
・
自
治
会
連

　
合
会
で
は
、
都
の
助
成
事
業

　
で
無
線
機
を
配
備
す
る
こ
と

　
と
な
り
、
町
内
会
・
自
治
会

　
間
の
連
絡
手
段
と
し
て
期
待

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
７
つ
の
防
災
・
安

　
心
地
域
委
員
会
に
無
線
機
を

　
配
備
し
、
救
急
や
災
害
な

　
ど
、
市
か
ら
の
情
報
発
信
や

　
災
害
時
に
被
害
状
況
を
市
の

　
災
害
対
策
本
部
に
報
告
で
き

　
る
よ
う
な
体
制
の
構
築
も
進

　
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取

　
組
に
よ
り
、
地
区
内
の
連
絡

　
網
の
強
化
に
努
め
、
正
確
な

　
情
報
の
伝
達
や
発
信
を
図
っ

　
て
い
き
ま
す
。

問
防
災
行
政
無
線
は
、
放
送
内

　
容
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
音

　
声
や
サ
イ
レ
ン
が
変
わ
り
、

　
す
ぐ
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
な
ど
の
緊
急
性
が
分

　
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

　
の
で
し
ょ
う
か
。

答
防
災
行
政
無
線
の
サ
イ
レ
ン

　
は
、
火
災
発
生
時
、
迷
い
人

　
情
報
、
演
習
・
召
集
で
、
そ

　
れ
ぞ
れ
音
色
や
吹
鳴
時
間
が

　
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国

　
一
斉
に
災
害
の
発
生
や
武
力

　
攻
撃
の
危
険
性
を
伝
え
る
Ｊ

　
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
―

　
ア
ラ
ー
ト
）
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
サ
イ
レ

　
ン
は
特
殊
な
も
の
で
、
大
規

　
模
な
地
震
な
ど
、
緊
急
な
も

　
の
と
捉
え
て
い
た
だ
く
よ
う

　
お
願
い
し
ま
す
。

問
非
常
食
な
ど
の
準
備
に
当
た

　
り
、
現
在
の
防
災
倉
庫
で
は

　
容
量
が
不
足
し
て
し
ま
い
ま

　
す
。
市
で
は
、
よ
り
大
き
な

　
倉
庫
を
設
置
す
る
予
定
は
あ

　
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
防
災
の
取
組
を
見
直
し
て
い

　
く
中
で
、
大
き
さ
な
ど
地
域

　
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら

　
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
災
害
時
に
備
え
、
地
域
で
ア

　
ル
フ
ァ
米
や
乾
パ
ン
な
ど
の

　
非
常
食
、
飲
料
水
を
準
備
し

　
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の

　
程
度
の
量
を
準
備
し
た
ら
良

　
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答
市
で
は
、
人
口
の
１
割
の
方

　
が
被
災
し
た
場
合
に
、
３
日

　
間
過
ご
せ
る
こ
と
を
想
定
し

　
た
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
被

　
災
さ
れ
る
方
の
人
数
を
想
定

　
し
、
そ
の
３
日
分
の
量
が
基

　
本
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

問
市
で
は
、
災
害
時
の
非
常
食

　
を
ど
れ
く
ら
い
準
備
し
て
い

　
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
現
在
の
市
の
備
蓄
食
料
は
、

　
ア
ル
フ
ァ
米
で
約
６
万
食
、

　
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
１
１
０
０
人

　
分
で
す
。
必
要
な
量
は
、
人

　
口
の
１
割
の
方
が
被
災
し
て

　
３
日
間
過
ご
す
こ
と
を
想
定

　
し
た
７
万
５
千
食
と
考
え
て

　
い
ま
す
。

　
現
在
の
備
蓄
量
は
、
東
日
本

　
大
震
災
前
に
策
定
さ
れ
た
、

　
あ
き
る
野
市
地
域
防
災
計
画

　
に
基
づ
く
も
の
で
す
が
、
都

　
の
地
域
防
災
計
画
が
平
成
24

　
年
夏
に
見
直
さ
れ
る
予
定
の

　
た
め
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
必

　
要
な
備
蓄
量
な
ど
も
見
直
し

　
て
い
き
ま
す
。

問
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
台
風
な
ど
の

　
大
雨
に
よ
り
避
難
す
る
場

　
合
、
避
難
所
は
ど
こ
に
な
る

　
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
一

　
時
避
難
場
所
な
ど
は
、
地
震

　
を
想
定
し
た
も
の
だ
と
思
い

　
ま
す
。

答
市
が
指
定
す
る
避
難
所
は
地

　
域
防
災
計
画
に
掲
げ
る
施
設

　
で
あ
り
、
地
震
の
場
合
と
同

　
様
で
す
。
し
か
し
、
災
害
の

　
状
況
に
よ
っ
て
、
地
区
会
館

　
へ
の
避
難
を
お
願
い
す
る
な

　
ど
、
臨
機
応
変
な
対
応
が
必

　
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
災
害
時
に
、
市
内
で
滝
山
街

　
道
な
ど
が
通
行
止
め
に
な
る

　
と
聞
き
ま
し
た
。
滝
山
街
道

　
以
外
に
も
通
行
止
め
に
な
る

　
道
路
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
災
害
時
に
緊
急
車
両
の
通
行

　
を
確
保
す
る
た
め
、
幹
線
道

　
路
に
お
い
て
、
一
般
車
両
の

　
通
行
が
規
制
さ
れ
ま
す
。
対

　
象
と
な
る
道
路
は
、
滝
山
街

　
道
、
五
日
市
街
道
、
睦
橋
通

　
り
、
檜
原
街
道
、
山
田
交
差

　
点
か
ら
日
の
出
町
方
面
へ
向

　
か
う
都
道
１
８
５
号
で
す
。

問
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

　
あ
き
る
野
市
が
住
み
や
す
い

　
と
い
う
意
見
が
増
え
た
と
の

　
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
町
内

　
会
・
自
治
会
な
ど
、
地
域
で

　
の
横
の
つ
な
が
り
が
強
い
と

　
い
う
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
で
は
、
町
内
会
・
自
治

　
会
へ
の
加
入
促
進
を
図
っ
て

　
い
ま
す
が
、
う
ま
く
い
き
ま

　
せ
ん
。
行
政
で
も
、
町
内
会

　
活
動
や
自
治
会
活
動
に
参
加

　
し
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
取

　
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
町
内
会
・
自
治
会
の
皆
さ
ん

　
は
地
域
活
動
を
非
常
に
よ
く

　
や
っ
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
し

　
て
い
ま
す
。
地
域
活
動
は
郷

　
土
愛
の
醸
成
に
も
つ
な
が
る

　
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
行
政
改
革
を
進

　
め
、
社
会
の
担
い
手
で
あ
る

　
町
内
会
・
自
治
会
の
活
動
を

　
さ
ら
に
支
援
で
き
る
よ
う
に

　
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
街
路
灯
・
防
犯
灯
の
電
灯
が

　
切
れ
、
市
に
対
応
を
依
頼
し

　
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
街
路

　
灯
・
防
犯
灯
の
番
号
が
不
明

　
な
場
合
や
見
え
づ
ら
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
の
で
、
何
か
改

　
善
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
平
成
24
年
３
月
を
め
ど
に
、

　
街
路
灯
・
防
犯
灯
の
位
置
を

　
示
し
た
資
料
を
作
成
し
、
町

　
内
会
・
自
治
会
の
会
長
さ
ん

　
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ
　
企
画
政
策
課

　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、

東
京
都
の
全
市
町
村
が
共
同
で

運
営
す
る
共
済
制
度
で
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
が
会
費
を
出
し
合

い
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
会
費
か
ら
見
舞
金
を
支
給

す
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

▽
加
入
コ
ー
ス
　
Ａ
コ
ー
ス
は

　
年
額
１
０
０
０
円
で
最
高
３

　
０
０
万
円
の
見
舞
金
、
Ｂ
コ

　
ー
ス
は
年
額
５
０
０
円
で
最

　
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金

▽
加
入
申
込
書
付
き
パ
ン
フ
レ

　
ッ
ト
　
順
次
全
世
帯
に
配
布

　
し
ま
す
。
各
加
入
受
付
場
所

　
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
加
入
受
付
場
所
　
市
役
所

　
（
市
民
課
市
民
窓
口
係
）
、

　
五
日
市
出
張
所
（
市
民
総
合

　
窓
口
係
）
、
五
日
市
フ
ァ
イ

　
ン
プ
ラ
ザ
（
市
民
課
増
戸
連

　
絡
所
係
）
、
市
内
金
融
機
関

　
（
り
そ
な
銀
行
、
西
武
信
用

　
金
庫
、
青
梅
信
用
金
庫
、
多

　
摩
信
用
金
庫
、
秋
川
農
業
協

　
同
組
合
）

▽
共
済
期
間
　
４
月
１
日
〜
平

　
成
25
年
３
月
31
日
（
４
月
１

　
日
以
降
に
加
入
の
場
合
は
、

　
申
込
日
の
翌
日
か
ら
平
成
25

　
年
３
月
31
日
ま
で
）

▽
加
入
（
会
員
）
資
格
　
共
済

　
期
間
開
始
日
に
市
内
に
在
住

　
で
、
住
民
登
録
、
外
国
人
登

　
録
の
あ
る
方
か
、
会
員
と
生

　
計
が
同
じ
で
、
就
学
の
た
め

　
東
京
都
の
市
町
村
以
外
に
転

　
出
し
て
い
る
方

▽
問
合
せ
　
地
域
防
災
課
防
災

　
安
全
係

　
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
ペ
グ

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
治
療

と
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
ペ
グ

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
、
リ
バ
ビ

リ
ン
、
テ
ラ
プ
レ
ビ
ル
の
３
剤

併
用
療
法
が
、
医
療
費
助
成
の

対
象
に
な
り
ま
し
た
。

▽
制
度
改
正
に
よ
る
助
成
対
象

　●

Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
…
初
め

　
て
ペ
グ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

　
治
療
を
す
る
場
合
、
本
制
度

　
２
回
目
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

　●

Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
…
こ
れ

　
ま
で
に
本
制
度
を
利
用
し
た

　
方
も
、
３
剤
併
用
療
法
の
医

　
療
費
助
成
を
１
回
に
限
り
利

　
用
で
き
ま
す
。

※
治
療
に
つ
い
て
は
、
肝
臓
専

　
門
医
療
機
関
の
医
師
に
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。

▽
制
度
改
正
に
よ
る
助
成
期
間

　
３
月
30
日
（金）
ま
で
の
申
請
、

　
申
し
出
に
よ
り
助
成
の
開
始

　
日
を
さ
か
の
ぼ
れ
ま
す
。

　●

Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
ペ
グ

　
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
…

　
平
成
23
年
９
月
26
日

　●

Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
３
剤

　
併
用
療
法
…
平
成
23
年
11
月

　
25
日

▽
申
込
み
方
法
　
直
接
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
五
日
市
出
張
所
や
郵
送
で
は

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
障
が
い

　
者
支
援
課
障
が
い
者
相
談
係

防
災
倉
庫
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

非
常
食
や
飲
料
水
の

　
　
　
　
準
備
に
つ
い
て

避
難
所
や
一
時
避
難
場
所

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

い
っ
と
き

災
害
時
の

　
　
交
通
規
制
に
つ
い
て

町
内
会
・
自
治
会
へ
の

　
　
加
入
促
進
に
つ
い
て

街
路
灯
・
防
犯
灯
の

　
　
修
理
な
ど
に
つ
い
て

　あきる野市地域防災計画では、

避難場所として25か所、避難所と

して48か所の施設を指定していま

す。また、各地域では、一時避難

場所が、地域の皆さんの集合する

場所として決められています。
　●避難場所…大地震時に発生する

　延焼火災などから、避難者の生

　命を守るため、公園、グラウン

　ド、校庭などの「屋外」の広場

　を指定しています。
　●避難所…地震等による家屋の倒

　壊、消失などで被害を受けた人

　や被害を受けるおそれのある人

　を一時的に受け入れ、保護する

　ため、児童館や体育館などの「屋

　内」の建物を指定しています。


